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安全なシイタケ栽培のための環境改善（A0層除去）の効果 
－A0層除去区と非除去区に代替ホダ木を伏せ込んで約25か月後までの結果－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当 研究部 上席専門研究員 高橋健太郎） 
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１１１１    はじめにはじめにはじめにはじめに 

ホダ木を地面に直接伏せ込んだ場合、ホダ木や

子実体の放射性物質濃度（以下「濃度」）が指標

値（50Bq/kg）や基準値（100Bq/kg）を超えること

があります（林業技術情報No72）。立て木（地面

に接するホダ木）下部で濃度が上昇していること

から、地表の放射性物質がホダ木へ影響している

と考えられました。林業技術センターでは放射性

物質影響低減対策として、環境改善（A0層除去）

の効果を平成24年から調査してきました（林業技

術情報No54、57）。3年間の調査が終了しました

ので結果を報告します。 

２２２２    調査方法と結果調査方法と結果調査方法と結果調査方法と結果 

【方法】調査は奥州市衣川区の広葉樹林ホダ場、

一関市のアカマツ林ホダ場とスギ林ホダ場で行い

ました。ホダ場内に約 5m 四方の A0 層除去区と

非除去区を設けました。A0層の除去は、分解が進

んだ部分（H 層）も取りこぼさないように行いま

した。平成 24 年 6 月末に代替ホダ木をヨロイ伏

せに伏せ込みました。平成 24年 11月（約 4か月

後）、平成 25 年 6 月（約 12 か月後）および平成

26年 7月（約 25か月後）に 1区当たり、立て木

を 10～12 本回収し、上、中、下部に分けて濃度

（含水率 12％換算）を測定しました。また、平成

25 年は上、中、下部別、平成 26 年は上、下部別

図-1 代替ホダ木の放射性物質濃度（平均） 
注：代替ホダ木には移設前から少量の放射性物質が付着していたので、測定値からその分（減衰補

正済）を差し引いた値を示した。 

（凡例 ■：立て木上部 ■：立て木中部 ■：立て木下部） 

に発生した子実体（春子）を採取し、乾燥後粉砕

し、乾燥重量の 4.7倍量の水を加えて濃度を測定

しました。 

【結果】広葉樹林ホダ場とスギ林ホダ場の非除去

区で、立て木下部の濃度が 30～50Bq/kg前後と高

い値を示しました（図-1）。対して、A0 層除去区

の立て木下部では濃度の上昇は認められず、環境

改善（A0 層除去）は、放射性物質の影響低減効

果があることがわかりました。立て木下部以外の

部位（A0 層除去区の上中下部、非除去区の上中

部）も 10～20Bq/kg前後の放射性物質濃度を示し

ました。これらは主に林内雨を通じた影響と推測

されましたが、その値は平成 24 年の値から大き

く上昇することなく、指標値を超過しませんでし

た（図-1）。子実体の濃度に特定の傾向は認められ

ませんでしたが、年ごとにみた各区の平均値は、

僅かですが A0 層除去区のほうが常に低い値を示

し、基準値を超えませんでした（図-2）。 

３３３３    成果の活用成果の活用成果の活用成果の活用 

 A0層を除去することで地表からホダ木への放射性

物質の影響を低減できることを確認しました。高線量

地域の林内ホダ場で安全なシイタケ栽培を行うため

には環境改善（A0層除去）が必要と考えられます。 
 

 

図-2 子実体の放射性物質濃度（平均） 
注1：平成25年は立て木表面を3等分して上中下部別に、平成26年は2等

分して上下部別に子実体を採取した。注2：グラフの無いところは子実

体が採取できなかった部位。注3：箱枠内は総検体測定値の単純平均。 

（凡例 ■：立て木上部 ■：立て木中部 ■：立て木下部） 
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